
１ 「基本的な考え方」について 

 「基本的な考え方」は、第３期実施計画の策定に向けて、主に計画策定の進捗状況を示すものであり、具体的には、これまで
の取組を示しつつ、継続的に取り組んできた課題や直面する「将来を⾒据えて乗り越えなければならない課題」を改めて整理しな
がら、この間の社会環境や都市環境の変化による新たな課題や本市を取り巻く急激な社会状況の変化も踏まえた状況の分析
等を⾏い、今後、計画に位置づける各施策の具体的な取組を考える上での課題認識や視点等を記載するもの 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

２ 「基本的な考え方」の主な構成 

 「基本的な考え方」は、第３期実施計画で想定している章⽴てに沿って、計画策定に向けた考え方等を記載 
 
  総論 かわさき 10 年戦略 実施計画 区計画 進⾏管理と評価 （ほか資料編） 
 

 総論  

１ 総合計画の趣旨（P１） 
「成⻑と成熟の調和による持続可能な最幸のまち かわさき」の実現 

２ 計画の構成（P１） 
「基本構想」、「基本計画」、「実施計画」の 3 層構造                                                                                                                             

３ 計画期間（P２） 
「基本構想」は、今後 30 年程度を展望し、「基本計画」は、今後概ね 10 年間を対象とするもの 

４ 基本構想で掲げる「めざす都市像」及び「まちづくりの基本目標」等（P３） 
基本構想の「めざす都市像」及び「まちづくりの基本目標」と基本計画の政策体系からなる全体構造 

５ これまでの進⾏管理・評価を踏まえた計画策定と施策の推進（P４） 
川崎市政策評価審査委員会による審議結果を含めたこれまでの施策・事務事業に関する評価結果を踏まえた、より効
率的・効果的な取組の推進について掲載 

６ 計画策定にあたっての基本認識（P７）  
継続した課題を改めて整理するとともに、「本市を取り巻く急激な環境変化」を含め、これまでに⽣じた社会環境や都市
環境の変化による新たな課題の状況の分析を記載 

７ 持続可能な開発目標（SDGs）を踏まえた政策の推進（P45）  
「川崎市持続可能な開発目標（SDGs）推進方針」と第３期実施計画との統合による、SDGs の達成に向けた取組
のより一層の推進について掲載 
 

 
 

８ 都市構造と交通体系の考え方（P47）   
第２期実施計画策定後の都市環境の変化や、関連する分野別計画・事業等の進捗及び今後の動向を踏まえた考え
方を掲載 

９ 計画の推進に向けた考え方（P50）    
施策を効果的に実施していくための市政運営等に関する考え方について、第３期実施計画で進めていくべき視点を踏ま
えて記載 

 
 
 かわさき 10 年戦略  

１ 「かわさき 10 年戦略」について（P58） 
 「かわさき 10 年戦略」は、「成⻑」と「成熟」の好循環による、まちの持続的な発展をめざして、好循環を⽀える「基盤」
づくりとあわせて、その考え方とともに実施計画で推進する主な取組をまとめたもの 

２ 「かわさき 10 年戦略」の概要（P59） 
第３期実施計画では、中⻑期的な視点からの実施計画の検討を重点的に進めるため、「かわさき 10 年戦略」の中⻑
期的視点という性格をより明確にし、⼤きな節目となる令和 12（2030）年を⾒据え、同戦略において、７つの戦略そ
れぞれについて中⻑期的視点から方向性を定めるなど、実施計画の計画期間の先を⾒据えた取組を推進 

３ 「かわさき 10 年戦略」に基づく戦略的な取組の推進（P61）   
第３期実施計画における「かわさき 10 年戦略」の策定の考え方を記載 
 

 実施計画  

１ 実施計画の趣旨（P62） 
「めざす都市像」や「まちづくりの基本目標」の実現に向けた施策の具体的内容及び目標を明示した計画 

２ 計画の期間（P62） 
計画の期間は、令和４(2022)年度から令和７(2025)年度までの４か年 

３ 計画の構成（P62） 
政策体系別計画、区計画により実施計画を構成 

４ 政策体系別計画（P63） 
① 基本政策   

まちづくりの基本目標を達成するために基本構想において定める５つの基本政策を記載 
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② 政策の体系  
基本政策の下に連なる 23 の政策の一覧を表示 
 

 

③ 政策の方向性 
基本計画において定める政策の方向性を記載 
 
 

 

④ 市⺠の実感指標 
基本計画の計画期間の終期となる平成 28（2016）年度からおおむね 10 年後を想定した市⺠の実感を目標とし
て設定 
（令和元（2019）年度（R2.2.14〜3.6）実施のアンケート結果を明記） 

 

 

 

 

   ⑤ 施策の体系と成果指標の状況 
23 の政策の下に連なる 73の施策の一覧を表示するとともに、施策に位置づけられた事務事業を推進することにより、
直接目標等が、どの程度達成されているか、客観的に評価するための目安として設定した成果指標を施策ごとに設定 
 
 

 
 
 

⑥ これまでの主な取組状況 
これまでの施策ごとの主な取組の内容やその実績等について記載 
 

 

 

⑦ 計画策定に向けた主な視点  
これまでの取組やこの間の社会経済環境の変化を踏まえ、第３期実施計画策定に向けた課題認識等について政策
ごとに記載 

 

 

 
 
 
 
 
 
 

記載例 

記載例 

記載例 

記載例 

記載例 

記載例 



 区計画  

１ 区計画の目的（P148） 
それぞれの地域が持つ魅⼒や特性を活かし、市⺠・地域・⾏政など多様な主体が連携しながら、地域課題の解決に向
けた参加と協働によるまちづくりを進めることを目的として策定 

２ 区計画の位置づけ（P148） 
政策体系別計画に記載される事業以外の、各区のまちづくりの方向性や特色、現状と課題、多様な主体の参加と協
働により⾏う地域課題の解決に向けた主要な取組を中⼼に、計画期間における取組内容を示す 

３ 区計画の構成（P149） 
これまでの実施計画で示した内容や、策定時からの環境の変化等を踏まえながら、必要な項目を記載 

４ 区計画策定にあたっての基本認識（P149） 
めざす都市像の実現に向けた区役所の役割、⼈⼝と⾼齢化の推移とともに、地域包括ケアシステムの更なる推進や、地
域防災⼒の更なる強化、協働・連携の取組の推進、「区における⾏政への参加」の取組の推進、新型コロナウイルス感
染症を踏まえた取組やデジタル化の推進など、区役所と取り巻く課題への対応に向けた視点を記載 

５ 区別計画（P153）   
「まちづくりの方向性」、「地域の課題解決に向けたこれまでの主な取組」、「計画策定に向けた主な視点」など、第３期
実施計画における区別計画の策定の考え方を記載 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 進⾏管理と評価  

１ 進⾏管理（P168） 
進⾏管理のしくみについて、総合計画における進⾏管理、評価スケジュール、附属機関による外部評価等を記載 

２ 市⺠の実感指標（P171） 
市⺠の実感指標について、目標設定の考え方、目標の設定方法、指標の⾒方を記載 

３ 施策の成果指標（P172） 
成果指標について、成果指標の活用や指標設定の考え方、指標の目標期間、指標の目標値設定の考え方を記載 
 

３ 今後のスケジュール 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 

 
 
 
 
 

  

市⺠の皆様からの幅広いご意⾒を計画づくりの参考とするために、「第３期実施計画策定に向けた市⺠意⾒」の募集
を実施するなど、市議会をはじめとする市⺠等のご意⾒をしっかりと踏まえて、第３期実施計画を策定します。 

また、「⾏財政改⾰第３期プログラム」の策定や予算編成と連携しながら、計画策定に向けた庁内検討を進め、令和３
（2021）年 11 ⽉に「第３期実施計画 素案」を公表し、「パブリックコメント手続」を実施するなど市の計画の考え方に
対する市⺠意⾒等を踏まえ、令和４（2022）年 2 ⽉に「第３期実施計画 案」をとりまとめ、令和４（2022）年３
⽉中に「第３期実施計画」を策定します。 

第３期実施計画 基本的な考え方 公表 
令和３（2021）年 8 月 

第３期実施計画 素案 公表 

令和３（2021）年 11 月 

第３期実施計画 案 公表 
令和４（2022）年 2 月 

第３期実施計画 策定 
令和４（2022）年 3 月 

第３期実施計画策定に
向けた市⺠意⾒の募集 

「素案」に対する 
パブリックコメント手続の実施 

記載例 


